
世界を知り尽くした 岡村龍哉 

 

岡村 龍哉の宝石・健康紀行「香港」＆「上海」編（2014） 

 

広島空港から3時間 15分を要して 中華人民共和国香港特別行政区 の 香

港国際空港 に到着した。 

日本と香港の時差は 1時間。日本が 15:00 の時にはローカルタイムは 14:00 だ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



まだ日焼けしていません。逆光です・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡村龍哉 

 

イギリス統治下の名残で、elevator ではなく lift で表記されている。（1997 年

7 月 1 日に香港の主権がイギリスから中国へ返還された。中国語では『香港主権

移交』、英語では『Transfer of the sovereignty of Hong Kong』と表記される） 
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やはり、リムジンは快適だ。リムジンとは元来、馬車の形式の一つであり、 

御者と客室の間に仕切りがある、若しくは御者席が客室の外側にあるもののこ

とである。 

ちなみに、この様な仕切り（パーティション）を設けたリムジンが、現在にお

いても最も格式の高い formal なリムジンとされている。 
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中華人民共和国香港特別行政区 （面積：1,104Km2，人口：約 720 万人） は、

1842 年の南京条約などにより清朝からイギリスに割譲された土地と租借地で、

以降はイギリスの植民地となった。前述の通り 1997 年 7 月 1 日にイギリスから

中華人民共和国に返還、移譲され、特別行政区に改編された。 

面積は札幌市とほぼ同じである。 

 

あっという間に宿泊先の Hyatt Regency Hong Kong に到着～！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高層階の部屋はいつも快適 
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ホテルの室内温度は常に 18℃に設定されている（少し寒い！） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香港の中環（central）は、ロンドンのシティ(City of London)・ニューヨー

クのウォール街（Wall Street）と並ぶ世界三大金融センターの一つと評価され

ている。ゴールドマン・サックスなど多くの多国籍企業がアジア太平洋の地域

統括拠点として進出している。 

 

活気の中心地、HSBC 本社は風水を取り入れた建造だ・･・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちなみに、日本時間 10:50 から取引される香港ハンセン株価指数は、 

TATSUYA OKAMURA はいつも株取引に参考にしている。 

 

余談だが、風水繋がりで香港の 風水花文字 を大量注文。 

これがなかなかの芸術作品で感銘した。 
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代表的な吉祥絵は、龍＝守護・上昇・成功する、竹＝健康・丈夫・素直にまっ

すぐ育つ、太陽＝輝く未来、鳥＝幸福を招く、亀・鶴＝長寿・病気回復、鯉＝

金運・商売繁盛・立身出世、花＝人生の開花・努力が実る、蝶＝友情・可憐・

気品・楽しく暮らす、鳳凰＝守護・高貴・立派な人になる、パンダ＝子孫繁栄・

子宝に恵まれる、孔雀＝邪気をはらう・美しさを手に入れる、ハート＝恋愛運・

夫婦円満、帆船＝順風満帆・万事順調に進む、稲穂＝収穫・食うに困らず、な

どなど・・・ 

 

 

 

 

 

 

TATSUYA OKAMURA 

 

 

 

 

 

寄り道をしたので、招待されていた クルージング に少し遅刻（いつものこ

とだが・・・） 
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さてと、明日の Huge Party の準備をしよう～！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Tatsuya Okamura の大好物は、無限の夢を語り、パートナーと夢を食すことだ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨日、大きな Party を無事終えたので、ここ香港を大好きな観光続き～ 

 

街中のタクシーは、メルセデス→日産→トヨタで、全車赤色のトヨタ社製だ。 

ちなみに、赤色は幸運を。緑色は健康を。そして、金色は富を表す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

驚いたことに香港の足場は、超高層ビルでも全て bamboo を使用していること。 

まさに匠の技・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



香港の 100 万＄の夜景を眺めながら、シャンパングラスを傾けていると、 

ふと、『成功』と『失敗』について考えてみた。 

 

『失敗』しないのが『成功』なのか・・・？ 

『成功』しないのが『失敗』なのか・・・？ 

 

幼少の頃からいつも思っていたこと、それはたった 1 度の人生をご縁に感謝し

ながら、愉快に太く生き抜こうと！ 

 

誤解を恐れず大胆に申し上げると、規格内の『成功』は人生の『失敗』に思え

る。 

規格内の『失敗』を越えると規格外の『成功』が訪れると信じている。 

 

《志》を大切に、《まごころ》を忘れずに～ふと、つぶやきました・・・ 

 

The company will expand as soon as its profit increases. 

I have been wanting to see the slopes of my dream. 

What we learn from the society is better than what we learn from school！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヴィクトリアハーバーで 20:00～20:13 の 13 分間のみ開催される光と音の show

「シンフォニー・オブ・ライツ」とても感動した。私の人生も 7分過ぎ・・・ 

 

一生涯学び続けよう～！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



傍らで所謂、おばさまたちが熱唱・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とても様になる少年は何を想う・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



さてと、今夜も大好物の フカヒレ（ジンベエザメ） を食そう！ 

（今夜はタラバガニとフカヒレの collaboration） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

余談だが、中国でフカヒレを食べ出したのは明の時代（1368～1644 年）と言わ

れている。潮州料理など、中華料理の高級食材として利用される。解れたもの

フカヒレをスープの具として使う料理や、ヒレの形のままじっくりと煮込む料

理がある。ジンベエザメ・ウバザメのものが最も高級とされ、アオザメ・イタ

チザメなどのものも高級である。 

一般的には、ヨシキリザメのものが使用されることが多い。 

 

この 牛ヒレ肉チャーハン が絶品～！ 
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朝食の定番はやはり アワビ粥 と 鉄観音 毎日食しても飽きない・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼間の香港の街並みはこちら↓↓↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



香港は 260 の島で形成されている 720 万人都市 

事を成し遂げるには 寛容 の気持ちが大切ですね～！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帰りはトロッコ列車で、これが急な坂で・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ちなみに、私ではありません↑↑↑ 

 

これが半端ない傾斜で（帰りの乗客が少ないのがよく理解できた！）・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高所恐怖症の Tatsuya Okamura は本当に死ぬかと思った（余裕のポーズだが） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



さてと、ランチタイム＆ショッピングタイム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

純金（K24）で作成した十二支購入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ジュエリーで作成された地球儀の中から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これが気に入った～！（購入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



以下は facebook の宗教・信仰欄への書き込みから引用 

 

Something Great の存在は信じます 

 

 岡村龍哉の信条  私の好きな諺『井の中の蛙大海を知らず』（紀元前の宋国の

道教の祖、荘子の秋水篇「井蛙不可以語於海者、拘於虚也」が原典）は、しば

しば否定的表現で引用されています。  しかしながら、実はこの句には後段が

あります。 『井の中の蛙大海を知らず、されど空の高さを知る』です。  ど

の世代でも、どんな環境でも、どのような状況でも、見える空はいつも同じで

す。という訓です。  私は、『青く大きな高い《空》』をいつも見ていました。  

その《空》は、《志》だと胸に込めて。 ‘青く'は、‘真っ直ぐに伸びた揺ぎな

く一点の曇りの無い志'。‘大きな'は、‘志の大きさと内包した寛容さと素直さ'。

そして、‘高い'は、‘志の中の理想の高さと目指す頂の高さ'と胸に刻んでいま

す。  広島県から見える《空》と世界各地から見える《空》はいつも同じ筈で

す。 

 

道教の総本山は実はここ香港にあり、この地を訪れるのが今回の旅の大きな目

的の 1つ。 

 

ブルース・ウィルスではありません・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の干支と記念写真～！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



総本山を手前に少しテンションが上がってしまって・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無事到着し中国のラッキーナンバー“永久の 9本”の線香を備えました 

 

志 を新たに～！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ちなみに、中国は 129 の方言を有します(香港は北京語ではなく広東語)が、

169 の占い店揃い踏みは圧巻～！占いは信じていませんが・･・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香港名物 2階建てバス（ロンドンバスのパクリ！？）で、世界の VIP（有名人）

に会いに行く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



え～と、もちろん 100 万＄の商談も完了。 

 

『仕事の中に遊びを、遊びの中に仕事を』（岡村龍哉談）を実践している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Amethyst 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



世界を知り尽くした 岡村龍哉 

 

岡村 龍哉の宝石・健康紀行「香港」＆「上海」編（2014） 

 

 

明日は、夢の国、 香港ディズニーランド へ行こう～！ 

 

テーマパークには気分を高める為に電車＆地下鉄で行くのが鉄板の約束事。 

恥ずかしながら、大のテーマパーク好きです・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本代表として 夢の国 に到着～！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2005 年 9 月 12 日に開園し来年 10 周年の 香港ディズニーランド は、 

世界一小さな Disneyland で、東京の（実際は千葉ですが・・・）1/3 の規模だ。 

待ち時間は東京の 1/5、show を観るには最適な環境で、performance のレベルは

とても高い。 

 

「マイキー」(ミッキーの呼び名)･「マイレイ」(ミニーの呼び名)は少し違和感

があったが・・・ 
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キツネの嫁入り（古い表現だが私の故郷ではよく使っていた）があっても・・・ 

（香港は朝夕 1回、時間が短く量の多い通り雨がある） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

晴れ男の岡村龍哉は、遊び時はいつもすぐ晴れる！ 

（日頃の行いは常には良くはないのだが・・・運の良い人間だ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ラブリー！ エルサ！！ 発見～！！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遊ぶとお腹が空くのが早い・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



余談だが、香港 DL のハンバーガーは、ハードロックカフェ並の美味しさだ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香港っ子は、地元のオーシャンパークの方がひいきなので、観光客にとっては

有難い。日本とは違う・･・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



夢の国 は時の経つのがとても早い・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



今日は緩んだ身体を少し絞るために大好きな 競泳 ～！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



そろそろ次の目的地 上海 へ向かおう！ 

 

と、その前に 

 

ここで、岡村 龍哉の宝石紀行らしく、ジュエリータイムを。 

 

ジュエリー七不思議の一つ、 ブラッドストーン を紹介しよう。 

ブラッドストーンは、玉髄のジャスパー（碧玉）の 1 種であるヘリオトロープ

（heliotrope：太陽を呼び戻す石の意味）に属する。 

パワーストーンの代表石であり、幸運を招く神秘的なトレジャーストーンだ。 

ちなみに、玉は石英（透明度の高い鉱物）と玉髄（半透明若しくは不透明な鉱

物）に大別される。 

 

ここで、シンプルに 『ブラッドストーン』 を説明しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正式名を BLOODSTONE （日本名：血玉石（けつぎょくせき），化学成分：SiO2

（酸化鉄）宝石言葉：献身と勇気と知性・救い ，3 月の誕生石） と呼び、モ

ース硬度（押し込み強度）は、 7～7.5 である。 名前の由来は、赤い斑点

が血を連想させることが、名前の由来となっている。「キリストが十字架に掛け

られた時に、傷口から鮮血が緑の大地に零れブラッドストーンに変わったと信

じられている」。 別名を、【殉教者の宝石】と呼ばれている。 
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纏わる 物語 としては、ストレスから来る血管の病（心臓病、高血圧

症などの成人病）に効果を発揮すると伝えられ、ローマ時代はこの宝

石を粉状に砕いて飲用していた。赤い斑点がキリストの流血の印とも

され、勇気・堅固のシンボルの聖なる石として珍重されてきた。 

 

BLOODSTONE の良質の原石は、インドで採掘され、オーストラリアやアメリカな

どでも採掘される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上海（約 2400 万人） は、 首都の北京（約 2020 万人） を凌ぐ中国一の

最大都市だ。 

 

余談だが、中国の戦国時代（春秋時代に続く時代で、紀元前 403 年に晋が韓・

魏・趙の 3 つの国に分かれてから、紀元前 221 年に秦による統一がなされるま

での期間）、今の上海あたりは春申君の統治だったため、今も『申』と称す。 

 

上海は進化段階ではなく、まだまだ発展し続けている。爆発力を感じる。 
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http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%A5%E7%A7%8B%E6%99%82%E4%BB%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%80%E5%85%83%E5%89%8D403%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%99%8B_(%E6%98%A5%E7%A7%8B)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9F%93_(%E6%88%A6%E5%9B%BD)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AD%8F_(%E6%88%A6%E5%9B%BD)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B6%99_(%E6%88%A6%E5%9B%BD)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%80%E5%85%83%E5%89%8D221%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A7%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%A5%E7%94%B3%E5%90%9B


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Sheraton Shanghai Hongkou Hotel 到着～！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 日ホテル内を探検するのも面白いものだ 

 

 

 

 

 



今日はとりわけ暑い！（人の多さは暑さを助長する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



涼みながらの癒しは Aquarium に限る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

160 元=2700 円の入場料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



香港 DL より混んでいたが・･・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



珍しいジェリーフィッシュをお届けします 

癒されて下さい～！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

癒された顔を Selfie（2013 年の世界流行語大賞） 誰も興味はないようだが 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



いつか通った道・・・大量生産大量消費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上海の牛鍋料理(すき焼きとしゃぶしゃぶの中間の料理)は so good～！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お腹を満たして散策～大阪梅田のロータリー歩道の規格外・･・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夕食は、上海ガニは小振りなので大振りのロブスターを食す 

あ～美味しかった！ 

 

 

 

 

 

 



WANTED 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公害問題より違法運転スレスレの暴走の方が気を付けないと 

人柄は温厚でしたが・･・ 

 

運転は恐らく、目的地に早く到着させることが最高のサービスと考えているか

らだろう。かなり満足げだったから・･・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いきなりだが コンサルティングビジネス は儲かってしまう・・・ 

 

 

 

 

 

 



ふ～良い仕事をした（自画自賛） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで、『助言』と『進言』について考えてみよう！ 

 

コンサルティングビジネスは、基本『助言』である。 

 

つまり、契約を基に、委任企業が求めているタスク解決の為の『助言』をする

のである。驚くほどに、委任企業の経営者層は従順に私の意見に従う。 

それこそ、《箸の上げ下げ》レベルまでだ。 

 

『進言』は、企業内での労働契約に基づいた下部から上部への行為である。 

 

基本『進言』は employee から employer にする機会が多く、滅多に進言は受け

入れられない。それが助言を越える良いアイデアであっても受け入れられるこ

とは稀である。これが私の呼ぶ《経営の 7不思議》の 1つだ。 

 

誤解を恐れず大胆に申し上げると、叩き上げ型の剛腕経営者は、『助言』を重ん

じる傾向がある。 

また、合議型の協調経営者は『進言』を大切にする。 

 

余談だが、前者の経営者に助言を求められ、「貴社のあの部署のあの方のプロト

コルを利用すれば容易に解決します。」と答えそうな時がしばしばだ。 

（商売はあがったりになるが）本当に 1番良い方法である。しかしながら、そ

の助言は受け入れられないだろう。それは助言→進言になるからだ。 

 



人財 を柱とした経営資源の再評価こそが経営者はコンサルタントに莫大なお

金を支払う前にすることだが・・・ 

 

ふと、つぶやきました・・・ 

 

We have to wait for the outcome of their conversation before we take action. 

I have to be conscious of what I eat to avoid any health problem. 

 

 

そろそろ、 ピーターパン を鑑賞する為に帰国せねば・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



上海国際空港 の VIP 専用スカイラウンジは、上海の人口に反比例して 

ガラガラだった・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014 年の後半も、明るく・元氣に・爽やかに過ごしましょう～！ 

 

 


